
年に川崎工場・千葉工場・滋賀工場の全工場
（東洋ガラス物流㈱を含む）において
ISO9001を認証登録いたしました。
　2009年度は2008年版規格への移行と
ともに、生産技術本部全体（海外事業部を除
く）として拡大・統合認証登録をいたしました。

〈品質向上のための新たな取り組み〉
　お得意様の要求品質をすばやく察知し正し
く理解するために（CS活動の一環として）、
各工場ごとにお得意様の充填工場を定期的に
訪問し、コミュニケーションを図ることによ
りQSUP（クオリティ・スパイラル・アッ
プ）活動を実施しております。さらに、異物
検出のための新検査機や欠点サンプルを必要
としない新検査機などを開発・導入し欠点の
流出防止を図っております。また、欠点の発
生防止や流出防止のためのシステムだけでな
く、軽量化や新製品開発、設備開発などを積
極的に進めてまいります。

（1）品質方針
〈基本理念〉
　当社は容器を主体としたガラス製品をお得
意様に喜んでご使用いただけるよう、品質向
上に取り組みつつ、社会に提供してまいりま
した。近年ではガラス技術をコアとして新し
いさまざまな技術も開発してまいりました。
当社は常に世の中で役に立ち、望まれる製品
を開発し作り続ける会社でありたいと願って
おります。
　昨今の社会状況の変化は非常に早く、お得
意様のご要求も常に変化しております。ます
ます高まるお得意様のニーズをお得意様との
対話を通して、確実にそして迅速に把握し、
お得意様が求める製品品質を実現することに
努めております。そしてお得意様、消費者の
方々が安全に、安心してご使用いただけるよ
う、常に全社一丸となって製品品質の向上に
努めてまいります。

〈行動指針〉
①顧客の要求品質を把握し、さらなる品質向
上に向けた技術・設備・システムの開発・
導入を進め、顧客満足度の向上に努めます。

②ガラス製品に関わる法規制・協定を順守す
るとともに、自主基準、規定、標準類を整
備し、製品品質の維持向上に努めます。

③各部門の品質目標を設定し、年度毎に見直
します。

④品質に対する従業員教育を実施し、品質に
ついて継続的に意識の向上を図ります。

⑤品質方針は文書化し、その実行および維持
について全従業員に周知徹底します。

（2）品質保証体制
〈ISO9001の取り組み〉
　お得意様の求める製品品質を実現し、お得
意様に喜んでご使用いただくためには、お得
意様と品質に関する共通認識を持つ必要があ
ります。
　当社は1997年にデミング賞実施賞を取
得しました。さらに、2005年および2006

	 2	 品質保証について
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登録日　　：2005年9月16日

登録更新日：2008年9月16日

改定日　　：2009年6月26日

有効期限　：2011年9月15日
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（5）労使協議会
　会社と労働組合とは、協力して事業の健全
な発展に努め、相互の権利を尊重し義務を履
行してきています。会社は労働組合員の正当
な組合活動の自由を認め、これによって不利
益な取扱いをすることはありません。
　相互に充分な意志の疎通を図るために労使
協議会という話し合いの場を設け、労働条件
の維持改善と生産性の向上を図るために労使
で取組んできています。

（6）保険休暇制度
　当社では、期限内に使用しないで失効して
しまう年次有給休暇を50日まで別途積み立
てることができる保険休暇制度を導入してい
ます。保険休暇は年次有給休暇や介護休業の
日数とは別に、病気治療や家族の介護、子の
看護に利用できます。

（7）介護休業制度
　家族を介護する従業員は、通算で93日の
介護休業を取得することができます。

（8）育児休業制度
　当社では、3歳に
満たない子供を養育
する従業員は、子供
が3歳に達するまで
の間育児休業を取得
することができま
す。また、就労しな
がら養育する従業員
に対しては、短時間
勤務に変更できる制
度があります。

（1）基本的な考え方
　企業行動規準「人権と個性の尊重」に示し
ているように、人権と個性を尊重し、安全か
つ衛生的で元気あふれる職場づくりに努め、
一人ひとりの能力向上をバックアップします。

（2）人事制度
　「従業員の能力向上と最大のパフォーマン
ス発揮」に重点を置いた評価制度を軸とした
新人事制度を導入しています。公平で透明性
のある評価に加え、個別面談で評価結果をフ
ィードバックし、今後の能力向上、人材育成
につなげる制度にしています。
　また、評価結果は資格制度・賃金制度に反
映されますが、従業員一人ひとりがチャレン
ジできる機会を公平に提供し、能力を最大限
発揮できるようにしています。
　当社の人事制度全般を通して目指している
のは「チャレンジ精神にあふれる社員」「コ
ミュニケーションが良くとれている社員」で
あり、「能力やパフォーマンスを十分に発揮
できる風土」づくりです。

（3）差別的取扱いの禁止
　社内外において、国籍・人種・出身地・思
想信条・性別・障害の有無などの理由による
不当な差別、嫌がらせ、いじめなどを厳格に
禁止し、職場で働く仲間がお互いに信頼し協
力し合える人間関係を築きあげられるように
取組んでいます。

（4）障害者雇用
　障害者の雇用については全社で積極的に取
組んでおり、法定雇用率を超える雇用率を達
成しています。障害者の方も安心して働くこ
とができる職場づくりを目指しています。

	 3	 従業員とともに
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30年にわたり継続的に実施しています。
　さらに意欲ある社員に対しては、通信教育受
講料の全額会社負担制度、一定の公的資格取
得者に対しては報奨金の制度を設けて、主体
的に能力開発を行う社員の支援をしています。
　東洋製罐グループ教育では、グループ連携
の重要性を認識しながら、将来の幹部経営層
となるビジネスリーダーを育成するために、
数名ずつビジネスカレッジに派遣して、経営
面での人的資源の育成をしています。また、
将来のリーダー候補者となる技術者には、テ

クニカルリーダーズプロ
グラムを通じて技術マネ
ジメント能力や戦略的思
考能力を高め、プロジェ
クトをマネジメントする
リーダーシップとマイン
ドを学んでいます。
　そのほか、CSRやコン
プライアンスなど企業の
倫理に関わることに関し
ては経営層から一般社員
にいたるまでの教育を行
い、その浸透を図ってい
ます。

（9）教育・研修制度
　当社では社員一人ひとりの能力の向上こそ
が会社のポテンシャルの向上につながると考
えています。そのためには各階層での階層別
教育・部門別の専門教育・個人の啓発意欲に
応える自己啓発支援制度などポイントごとで
の教育を行い、社員の能力向上意欲を刺激し、
高いパフォーマンスを発揮できるようにして
います。
　ガラス技術・技能の伝承には、社内研修講
座でガラスの固有技術伝承のための講座を

（10）安全衛生
　安全衛生活動に関しては、安全衛生管理規
定を制定し、安全衛生における各部門の役割
を明確にしています。全社的には、生産部門
担当役員を委員長とする、中央安全衛生委員
会を設置して定期的に委員会を開催し、全社
的な安全衛生方針を決めています。
　各工場では統括安全衛生管理者の工場長を
頂点とする安全衛生委員会を開催しており、
労災防止、衛生、防災の活動を計画的に進め
ています。
　2010年度は、「危険予知活動を活かして
効果的にリスク要因を低減し、無災害を実現
しよう」を全社指針として、各部署でも指針
目標を決めて活動しています。
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 社内研修講座
固有技術教育
　BF関係（例.ストーンの判定）
　成形関係（例.びん成形）
　成形・設備関係（例.びん成形設備）
　検査関係（例.自動びん検査機紹介コース）
　EES・検査関係（例.電子の基礎）
　加工関係（例.加工技術の改善）
　品質保証（例.ガラス容器の強度と試験）
専門技術教育
　物流関係（例.物流管理）
　経理関係（例.会社経理）
　その他（例.知的財産権入門）

安全衛生管理組織図

事 務 局

事 務 局
安全、衛生管理者
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社　　　　長

担 当 役 員
（中央安全衛生委員長）

工　　　　場

工 場 長
（総括安全衛生管理者）

課　　　　長
（安全衛生委員）

係　　　　長
（安全衛生推進員）

主　　　　任
（安全衛生指導員）

一般従業員



（1）『エコプロダクツ2010』展に出展
　東京国際展示場で開催されました、12月のエコプ
ロダクツ2010展に東洋製罐グループとして出展し
ました。

（2）環境学習のための工場見学
　当社では、地域の方々にガラスびんの製造・使
用・リサイクルなどによる環境への影響をご理解
いただき、ガラスびんの利用が促進されるよう、
千葉工場・川崎工場・滋賀工場での環境関連の見
学者の受け入れを10年以上実施してきました。
　見学者には多数の小中高校生の方々や学校関
係社も含まれ、環境学習の場として利用してい
ただいています。2010年度は844名の見学者
が来場され、6年間の累計では6,137名（2004
年度〜2010年度）となりました。

工場見学受付のご案内
　ガラス容器のリサイクル学習の一環として学校関係および行政関係の申込に限定して工場見学
をお受けします。従いまして、個人での申し込みはお断りさせていただいております。
対象工場：�千葉工場（千葉県柏市）、川崎工場（神奈川県川崎市）、滋賀工場（滋賀県湖南市）
見学工程：びん製造工程で所要時間は約2時間です。
見 学 日：土曜・日曜・祭日はお休みです。
申　　込：�予約制です。早めに（1ヶ月程度）グループ（数名以上）でお申し込み下さい。

なお、工場での工事など当社の都合で希望日に対応できない場合があります。
連 絡 先：環境部　電話：044-276-5291

	 4	 社会とのかかわり
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当社ホームページのご案内
　当社の事業内容をホームページアドレス、

http://www.toyo-glass.co.jp/ 
でご案内しております。
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（3）海外出展
　米国サンフランシスコ「The Moscone 
Center」で開催された『Photonics West 
2011（PW2011）』（2011年1月25日
〜27日開催）に、当社はシリカグリン（屈
折率分布型マイクロレンズ）を、初めて出展
しました。PW2011は、通信等の光技術関
連産業を集めた米国で最大の展示会です。出
展社数は、1,162社、来場者数は19,000
人を超えました。当社ブースにも企業数で
87社、100人を超える来場者をお迎えいた
しました。当社シリカグリンを使った歯科医
療技術開発品をモニターデモで視覚に訴える
展示が出来たこともあり、多数の来場者に興
味を持っていただけました。世界規模で有名

（4）環境ボランティア活動
　2010年12月16日、近隣の13社が加盟
する水江地区防災協議会主催の環境ボラン
ティアが実施されました。この活動は毎年こ
の時期に行われており、川崎工場、生産技術
部、技術開発部、海外事業部、環境部、協力
業者の方々も含めた25名が参加してバス通
りの清掃を行いました。

な企業から、展示会終了後も継続的な問合せ
をいただいております。
　また、当社グループ会社の東洋ガラス機械
株式会社は、中国・上海浦東国際展示場で開
催された「チャイナ・ガラス2011上海」
（2011年5月11日〜14日開催）にTCI-3
機（ガラスびん検査機）とCELVSS（カレッ
ト選別装置）デモ機を出展しました。TCI機
は性能のみならず、中国市場を意識した洗練
した概観を保持し、欧米の競合機に比べても
決して劣らないものとなりました。また、他
社でのカレットの選別装置の展示はなく、来
場者の関心を引くことができました。これら
の展示により、東洋ガラス・グループ力を示
すことができました。

■Photonics West 2011 ■チャイナ・ガラス2011
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